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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
この研究は、演劇という学びの方法を使うことにより、どのようなプロセスを経て人が学
ぶのか、そもそも学ぶとはどのようなことを意味するのか、ということを検討することに目
的が置かれた。 
国際的には、演劇を通した学習は実践的にも重要な方法として認識されているが、日本で
は、そのような研究は極めて少ない。また、その理論的検討はほとんど行われてこなかった。
その意味で、先駆的な研究として位置づけることができる。 
第１に、成人研究の理論として経験的学習論を検討することを通して、学ぶとは「社会的
なものであり、身体化された学習である」ことの重要性を明確にした。学習における身体の
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重要性の指摘は、成人教育学の主要な理論の一つである J.メジローらの変容理論を実証的
に批判するものとして評価することができる。 
第２に、さらに、演劇を通した学びのプロセスを分析するために、参画型の研究を通して、
ワーク参加者に焦点を当てつつ、彼らが自分の人生を省察していく過程にみられる意識変容
を分析している。こうしたライフコース・アプローチにより人生のなかでの演劇を通した学
びの意義を明らかにしている点も、従来の研究では十分取り組むことのできなかった方法と
して意義を持つ。 
 こうした独創性や先駆性を持ちながらも、しかしながら、いくつかの問題を残しているこ
とも確かである。例えば、成人教育領域の経験的学習論を T.フェンウィックらの研究を前
提にして整理しているが、これらの諸理論は、むしろパースペクティブの相違として理解す
ることが適切であろう。また、事例とする演劇についても、多様性を持つはずであり、研究
では、この相違が結果にもたらす違いにも注目すべきである。 
 こうした課題を残しつつも、本研究で成し遂げた成人教育研究における新しい領域の開拓
の試みと研究成果の先駆性がもつ価値は大きなものがある。よって、本論文は博士(教育学)
の学位論文として合格と認める。 
 
